
不正防止対策の基本計画 

 

一般社団法人家畜改良事業団 家畜改良技術研究所の研究活動における不正行為を防止する

ため、以下のとおり基本計画を策定し、競争的研究費等の運営・管理を行います。 

 

１ 家畜改良技術研究所の責任体系の明確化 

  競争的研究費等の運営・管理について、以下のとおり責任者を定めます。 

 最高管理責任者 所長 

 統括管理責任者 事業担当部長もしくは次長 

 コンプライアンス推進責任者 庶務課長 

 

２ 適正な運営・管理の基盤となる環境の整備 

最高管理責任者は、適正な運営・管理の基盤となる環境の整備をするため、以下の取組を

行います。 

① 研究所の研究活動における不正行為の防止対策を実施し、その実施状況を確認する 

② 研究の立案、計画、実施、成果のとりまとめ（報告を含む）の各過程において、活動状

況をモニタリングし、必要に応じて改善を指導する 

③ 不正に係る情報が得られた場合、迅速かつ確実にコンプライアンス推進責任者は、最高

管理責任者に報告する 

④ 不正行為が発生するリスクに対して、監事監査による確認を行う 

⑤ 競争的研究費等の運営・管理に関わる全ての者を対象としたコンプライアンス教育(e

ラーニング等)を実施し、その受講状況について誓約書の提出を求める 

⑥ 不正行為の防止への取組みに関する研究所の基本計画をホームページで公表する 

 

３ 不正を発生させる要因の把握と不正防止への啓発活動の実施 

最高管理責任者は、不正を発生させる要因を把握し、不正防止への啓発活動を実施するこ

とにより、関係者の自主的な取組を喚起し、不正の発生を防止するため、次の取組を行いま

す。 

① 統括管理責任者は不正防止計画の推進を担当する 

② 啓発活動（管理職会議等を利用）を通じて、不正防止に向けた意識の向上と浸透を図る

（部門検証報告により記録、所内に公開） 

 

４ 研究費の適正な運営・管理活動 

  不正防止計画を踏まえ、適正な予算執行を行います。また、研究費の執行に関する書類や

データ等は後日の検証を受けられるように事業終了年度の翌年度から起算して 5 年間保存し

ます。 

 

５ 情報発信・共有化の推進 

競争的研究費等の使用に関するルール等について、研究所内外からの相談を受け付ける窓

口を以下のとおり設置します。 

 

（相談窓口）庶務課長（コンプライアンス推進責任者） 

〒371-0121 群馬県前橋市金丸町 316 

TEL:027-269-2440 FAX:027-269-9526 

 

令和８年４月１日 

一般社団法人家畜改良事業団  

家畜改良技術研究所 所長  


